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第
百
六
十
条
中
「
差
押
命
令
及
び
転
付
命
令
が
確
定
し
た
」
を
「
転
付
命
令
が
効
力
を
生
じ
た
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
一
条
第
六
項
中
「
第
百
五
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
百
五
十
九
条
第
七
項
」に
改
め
、「
管
理
に
つ
い
て
」

の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、「
第
百
六
十
一
条
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
債
権
が
第
百
五
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
債
権
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
債
権

で
あ
る
場
合
（
差
押
債
権
者
の
債
権
に
第
百
五
十
一
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
義
務
に
係
る
金
銭
債
権
が
含

ま
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。）に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
確
定
し
な
け
れ
ば
」
と
あ

る
の
は
、「
確
定
し
、
か
つ
、
債
務
者
に
対
し
て
差
押
命
令
が
送
達
さ
れ
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
す
る
ま
で
は
、」

と
す
る
。

第
百
六
十
四
条
第
一
項
中
「
確
定
し
た
」
を
「
効
力
を
生
じ
た
」
に
、「
抹ま
つ

消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

３

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
債
権
が
第
百
五
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
債
権
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
債
権

で
あ
る
場
合
（
差
押
債
権
者
（
数
人
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
以
上
）
の
債
権
に
第
百
五
十
一

条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
義
務
に
係
る
金
銭
債
権
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。）に
は
、
債
務
者
に
対
し

て
差
押
命
令
が
送
達
さ
れ
た
日
か
ら
四
週
間
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
配
当
等
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
七
条
の
五
第
二
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、」を
「
、
第
三
項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八

項
の
規
定
は
」
に
改
め
、「
に
つ
い
て
」
の
下
に「
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
差
押
処
分
を
送
達
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
百
五
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
七
条
の
八

第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
執
行
裁
判
所
」
と
あ
る
の
は
「
裁
判
所
書
記
官
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
六
十
七
条
の
五
第
五
項
中
「
第
三
項
及
び
前
項
並
び
に
」
を
「
前
二
項
及
び
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項

を
加
え
る
。

６

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
百
四
十
五
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
所
書
記
官
の
処
分
に
対

す
る
執
行
異
議
の
申
立
て
は
、
そ
の
告
知
を
受
け
た
日
か
ら
一
週
間
の
不
変
期
間
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
の
執
行
異
議
の
申
立
て
を
却
下
す
る
裁
判
に
対
し
て
は
、
執
行
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
百
四
十
五
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
所
書
記
官
の
処
分
は
、

確
定
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
百
六
十
七
条
の
八
第
一
項
中
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
第
百
六
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
並
び
に
第

九
十
二
条
第
一
項
」
を
「
、
第
九
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
百
六
十
六
条
第
三
項
」
に
、「
準
用
す
る
」
を
「
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
六
条
第
三
項
中
「
差
押
命
令
」
と
あ
る
の
は
、「
差
押
処
分
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

第
百
六
十
七
条
の
十
四
中
「
第
百
五
十
五
条
第
三
項
及
び
」
を
「
第
百
五
十
五
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び

第
八
項
並
び
に
」
に
、「
及
び
第
百
五
十
五
条
第
一
項
」
を
「
、
第
百
五
十
五
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び

に
第
百
五
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
さ
れ
た
と
き
」
と
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
五
条
第
七
項
中
「
決
定
」
と
あ

る
の
は
「
裁
判
所
書
記
官
の
処
分
」
と
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
百
六
十
七
条
の
五
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
百
五
十

五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
所
書
記
官
の
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
七
十
条
第
二
項
中
「
第
百
四
十
五
条
」
の
下
に「（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」

に
改
め
る
。

第
百
七
十
五
条
か
ら
第
百
七
十
九
条
ま
で
を
削
り
、
第
二
章
第
三
節
中
第
百
七
十
四
条
を
第
百
七
十
七
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
百
七
十
八
条
及
び
第
百
七
十
九
条

削
除

第
百
七
十
三
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
子
の
引
渡
し
の
強
制
執
行
）

第
百
七
十
四
条

子
の
引
渡
し
の
強
制
執
行
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
行
う
。

一

執
行
裁
判
所
が
決
定
に
よ
り
執
行
官
に
子
の
引
渡
し
を
実
施
さ
せ
る
方
法

二

第
百
七
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
強
制
執
行
の
申
立
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
で
な

け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
確
定
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
と
き
（
当
該
決
定
に

お
い
て
定
め
ら
れ
た
債
務
を
履
行
す
べ
き
一
定
の
期
間
の
経
過
が
こ
れ
よ
り
後
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
）。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
強
制
執
行
を
実
施
し
て
も
、
債
務
者
が
子
の
監
護
を
解
く
見
込
み
が
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
き
。

三

子
の
急
迫
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
直
ち
に
強
制
執
行
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
。

３

執
行
裁
判
所
は
、
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
債
務
者
を
審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
子
に
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
と
き
そ
の
他
の
審
尋
を
す
る
こ
と
に
よ
り
強
制
執
行
の
目
的
を
達

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

執
行
裁
判
所
は
、
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
お
い
て
、
執
行
官
に
対
し
、
債
務
者
に
よ
る
子
の
監

護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
百
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
第
一
項
第
一
号
の
執
行
裁
判
所
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
同
号
の

規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

６

第
二
項
の
強
制
執
行
の
申
立
て
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の
申
立
て
に
つ
い
て
の

裁
判
に
対
し
て
は
、
執
行
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
執
行
官
の
権
限
等
）

第
百
七
十
五
条

執
行
官
は
、
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
、
債
務
者
に
対
し
説

得
を
行
う
ほ
か
、
債
務
者
の
住
居
そ
の
他
債
務
者
の
占
有
す
る
場
所
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

そ
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
子
を
捜
索
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
閉
鎖
し
た

戸
を
開
く
た
め
必
要
な
処
分
を
す
る
こ
と
。

二

債
権
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
と
子
を
面
会
さ
せ
、
又
は
債
権
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
と
債
務
者
を
面
会

さ
せ
る
こ
と
。

三

そ
の
場
所
に
債
権
者
又
は
そ
の
代
理
人
を
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

２

執
行
官
は
、
子
の
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
、
当
該
場
所
及
び
そ
の
周
囲
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
相
当

と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
も
、
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め

に
必
要
な
行
為
と
し
て
、
当
該
場
所
の
占
有
者
の
同
意
を
得
て
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
、
前
項

各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

執
行
裁
判
所
は
、
子
の
住
居
が
第
一
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
場
所
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
と
当

該
場
所
の
占
有
者
と
の
関
係
、
当
該
占
有
者
の
私
生
活
又
は
業
務
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
相

当
と
認
め
る
と
き
は
、
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、当
該
占
有
者
の
同
意
に
代
わ
る
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

執
行
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
と
き
は
、
職
務
の
執
行

に
当
た
り
、
当
該
許
可
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
文
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
は
、
債
権
者
が
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
場
所
に
出
頭
し
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

執
行
裁
判
所
は
、
債
権
者
が
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
場
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ

つ
て
も
、
そ
の
代
理
人
が
債
権
者
に
代
わ
つ
て
当
該
場
所
に
出
頭
す
る
こ
と
が
、
当
該
代
理
人
と
子
と
の
関
係
、

当
該
代
理
人
の
知
識
及
び
経
験
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
子
の
利
益
の
保
護
の
た
め
に
相
当
と
認
め
る
と
き

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
当
該
代
理
人
が
当
該
場
所
に
出
頭
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

執
行
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
前
項
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
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